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Ａ．研究目的	
	 衛生研究所などでウイルス分離業務を
行う際に、検体中にポリオウイルスが混入
している場合、現在の方法ではポリオウイ
ルスは非常によく増殖してしまうため、封
じ込めを有効に行うことができない。ポリ
オウイルスの増殖がなく、他のウイルス分
離に影響を及ぼさない手法を確立するこ
とができれば、ポリオの封じ込めに大きく
貢献することができる。 

	
Ｂ．研究方法	
	 通常衛生研究所でウイルス分離に用いて
いる株化細胞のポリオウイルス受容体をCri
spr/Cas9システムで破壊し、ポリオウイルス
にだけ感受性を持たなくなった細胞株の樹
立を行う。その細胞で他のウイルスの分離に
ついて影響がないことを確認する。	
	
（倫理面への配慮）	
特になし	
	
	
Ｃ．研究結果	
	 ヒトにおいてはポリオウイルス受容体遺
伝子はCD155のみであるため、この遺伝子を
破壊するためのガイドRNAの設計を行った。	
	
Ｄ．考察	
	 ヒト細胞でPVR遺伝子の破壊は有効である
と思われる。他のウイルスの感染に影響を与
えない事を確認する必要がある。	
	 ウイルスの分離はアフリカミドリザルの
細胞も用いられているが、旧世界ザルにおい

てはPVR遺伝子は遺伝子重複により複数の遺
伝子座からなっていることが知られている。	
そのため、ヒト細胞よりも感受性を失った細
胞を樹立することは困難である可能性があ
る。	
	
	
Ｅ．結論	
	 PVR遺伝子ノックアウト細胞の作製は理論
的に可能であり、有効であると考えられる。
安全性と有効性を実証したい。	
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研究要旨：衛生研究所などでウイルス分離業務を行う際に、検体中にポリ
オウイルスが混入している場合、現在の方法ではポリオウイルスは非常に
よく増殖してしまうため、封じ込めを有効に行うことができない。ポリオ
ウイルスの増殖がなく、他のウイルス分離に影響を及ぼさない手法を確立
することを試みる。 

 


